
福島県沖を震源とする最大震度６強の地震に係る災害派遣等について※ 数値等は全て速報値のため、
今後変更される可能性があります。

（お知らせ） 令和３年２月１６日
防 衛 省

概

要

① ２月１３日（土）２３２９以降、陸上自衛隊東北方面航空隊（霞目）、海上自衛隊第２１航空群（館山）、航空自衛隊第６航空団

（小松）等の航空機により上空からの被害情報の収集、映像伝送を実施するとともに、第２２即応機動連隊（多賀城）及び第４４普通科連隊

（福島）の初動対処部隊により地上からの被害情報の収集を実施。

② １４日（日）には最大５県（福島・岩手・宮城・山形・栃木）５５市町村に連絡員（ＬＯ）を派遣し、情報収集等を実施。

③ １４日（日）、陸上自衛隊のＣＨ－４７×１機及びマイクロバス１両により、木更津駐屯地～福島県庁までの間、内閣府調査チームの輸送を実施。

④ １４日（日）０９００、福島県新地町において約３００世帯が断水していることから、福島県知事から陸上自衛隊第４４普通科連隊長（福島）

に対し、給水支援に係る災害派遣を要請。

・ 同日１３００以降、第４４普通科連隊（福島）の３個支援部隊をもって新地町役場、福田小学校等において給水支援を実施。

⑤ １４日（日）１６００、福島県天栄村内の上水道に濁りが発生していることから、福島県知事から陸上自衛隊第４４普通科連隊長（福島）に

対し、給水支援に係る災害派遣を要請。

・ 同日１７０３以降、東北方面特科連隊（郡山）の３個支援部隊をもって、中郷集会所、西郷集会所等において給水支援を実施。

〇 １５日（月）１５５０、福島県新地町において断水解消の見通しが立ったこと及び天栄村内の上水道の水質改善の見通しが立ったため、福島

県知事から陸上自衛隊第４４普通科連隊長（福島）に対し、給水支援に係る災害派遣撤収要請があり、活動を終了。

活 動 部 隊

〇 陸上自衛隊東北方面航空隊（霞目）、東部方面航空隊（立川）、第６飛行隊（神町）、 第２０普通科連隊（神町）、

第２２即応機動連隊（多賀城）、第４４普通科連隊（福島）、東北方面特科連隊（郡山）

〇 海上自衛隊第２航空群（八戸）、第４航空群（厚木）第２１航空群（館山）

〇 航空自衛隊第６航空団（小松）、第７航空団（百里）、百里救難隊（百里）、松島救難隊（松島）

活 動 実 績

① 航空機約２０機により、上空からの被害情報収集、映像伝送を実施。

初動対処部隊約６０名により、地上からの被害情報収集を実施。

② 最大５県（福島・岩手・宮城・山形・栃木）５５市町村に対し、合計１４０名の連絡員（ＬＯ）を派遣。

④ 約３０名態勢（計：人員２４名、水トレーラー６両）により、４ヵ所において給水支援を実施 ※ 後方支援要員を含む 【延べ：約７．２ｔ】

⑤ 約２０名態勢（計：人員１５名、水トレーラー３両）により、９ヵ所において給水支援を実施 ※ 後方支援要員を含む 【延べ：約２．２ｔ】

新地町における給水支援
（第４４普通科連隊）

天栄村における給水支援
（東北方面特科連隊）


